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内 部 監 査 実 施 規 程 

 

（目的） 

第 1条 この規程は、学校法人都築学園（以下「学園」という。）における内部監査（以

下「監査」という。）の基本的事項を定め、経営効率の向上と業務の適正化を図るこ

とを目的とする。 

（監査の種類及び監査事項） 

第 2条 監査の種類及び監査事項は次の通りとする。 

(1) 財務に関する監査 

学園の財務及び関連業務が、法令及び法人規程等に基づき適正かつ効率的に実施

されているかについて検証する。    

(2) 業務に関する監査 

学園の業務が、法令及び法人規程等に基づき、適正かつ効率的に実施されている

かについて検証する。 

（監査の種類） 

第 3条 監査の種類は、定期監査及び臨時監査とする。 

2 定期監査は、毎年度の監査計画に基づき定期に行う監査をいう。 

3 臨時監査は、理事長の命に基づき必要に応じ行う監査をいう。 

（監査担当者） 

第 4条 理事長は、法人本部職員の中から定期及び臨時の監査担当者を指名する。 

2 定期監査担当者は、毎年度の監査計画を作成して理事長の承認を得る。 

3 臨時監査担当者は、臨時の監査計画を作成して理事長の承認を得る。 

4 監査担当者は、理事長の承認を得た計画に基づき監査を行う。 

（監査員） 

第 5 条 監査担当者は、職員の中から監査員を指名し、監査の補佐を命ずることがで

きる。 



（監査の事前通知） 

第 6 条 理事長は、事前に被監査部署に対し、実施期日、監査事項、監査担当者・監

査員の職名、氏名その他必要な事項を通知する。 

（監査の実施） 

第 7条 監査担当者及び監査員は、公正かつ厳正に監査をしなければならない。 

2  監査担当者及び監査員は、被監査部署及び関係部署に対して関係資料の提出等を

求めることが出来る。 

3 被監査部署及び関係部署は、前項の要請を正当な理由無く拒むことは出来ない。 

（監査報告） 

第 8 条 監査担当者は、監査終了後、速やかに監査結果を理事長に報告しなければな

らない。 

（秘密保持の義務） 

第 9 条 監査担当者及び監査員は、業務上知り得た事項を正当な理由なく他に漏洩し

てはならない。 

（是正改善の措置） 

第 10条 理事長は監査の結果、是正改善の措置をとる必要があると認めた時は、学長、

校長及び法人本部事務局長に直ちにその措置を命ずるものとする。 

2  是正改善を命ぜられた学長、校長、法人事務局長は直ちに処置を行い、その結果

を理事長に報告しなければならない。 

3  理事長は、必要に応じ理事会又は監事に是正改善処置を報告する。 

（監事監査との関係） 

第 11条 監事は、監査担当者に監査結果の報告を求めることができる。 

２ 監査担当者は、監事の許可を受け監事監査に立会うことができる。 

（規程の改廃） 

第 12条 この規程は、理事会の議を経て改廃を行う。 

附 則 

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 
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